
 

流るる雲の  はて知れぬ  

  月寒丘の  気は澄みて  

希望輝く  学舎に  

  高き文化を  望みつつ  

集うわれら  若人の  

  ゆくて幸あれ  ああ月高  

 

藻岩の裾の  風薫り  

  緑の杜に  陽(ひ)は映えて  

学びは楽し  この学舎(にわ)に  

  真理と技能(わざ)を  究めつつ  

励むわれら  若人の  

  ゆくて謳わん  ああ月高  

 

自然のめぐみ  美(うるは)しく  

  久遠の生命(いのち) みなぎりて  

若さ溢るる  学舎に  

  自由と平和を  目ざしつつ  

進むわれら  若人の  

  ゆくて栄光(はえ)あれ  ああ月高  

 


